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即日現地確認できない
箇所も多数！
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現地の補修等が後日、場合によっては数週間後
の対応となってしまう箇所も発生している。
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道路維持管理DX 各地区（４地区）

現地で補修方法等対応を検討

・月毎の報告
・システムで常時対応を確認可能
・現場状況をシステムで確認し対応を判断

市役所

即日の現地確認が可能！即日補修ができる箇所も増える！
更に、これまでは数週間後の補修対応となっていたものも、

即日または早期に対応可能となる！

・その場で補修対応可能な場合は即日補修
・対応状況、写真を現地で入力し、市に対応の
判断を連絡

システムに
情報入力

システムで位置確認
即日現地を確認

道路管理支援
システム

包括管理業者
（受付センター）

即日対応可能 市に対応を確認

各地区（４地区）の
対応判断、土地調査等
マネジメントは必要！
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